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書　　評
青木茂男著　r経営計画会計」
石　　塚　　博　　司
　管理会計を経営管理機能の側面から体系化して，計画会計と統制会計とに二分しよう
とする見解があらわれてから，すでに久しい。著者自身，昭和33年にあらわされた「管
理会計論」において，経営管理機能を中心にしなカミら・これに会計方法たらびに経営活
動領域を結びっけて，管理会計の全体系を展開されている。これをさらに発展させ，経
営計函設定のための会計を総合的体系的に論述されたのが，本書であって，これはやが
て発表されるであろう「経営統制会計」と一対の研究をなすものである。
　そもそも従来の管理会計は，わが国における管理会計研究の先駆者であり，薯者の師
である長谷川安兵衛教授が，いみじくも名付けられたように（統割的会計昭和11年）・
執行活動の管理統制のための会計としての性格を非常に強くもっていた。しかし経営を
とりまく諸条件を与えられたものとし，そのもとにおいて経営能率を増進すれぽよしと
する時代は去った。「企業の設傭条件が劣っている場合には，そのもとでいくら努力し
てみても，設備条件のすぐれた企業とは太刀打できないとカ㍉製品計画が適切でない
と，どんたに努力してみても売上高の増進が期待できない」（P3）といった時代にな
ると，企業の運命は，おおかた，経営老の設定する計画の妥当佳によってきまってしま
う。
　ここに，個別計画、期閻計函，蓬本計函，業務計函，長期計画1短期計画・等への計
画概念の精級化が要求され，直護原価計算，C　V　P関係。特殊原価調査，投資の経済計
算等の新しい会計技法が開発された理由がある。
　それと同時に，このような計画会計の重要化が，管理会計論に関して・rその手段の
側面から体系づける見解」および「この計算技術の適用される過程的経営機能の養異に
もとづいて体系づげる見解」を衰退させ，「経営管理機能の差異にもとづいて計画会計
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と管理会計に分類する見解」（以上の区分は松本雅男繍，管理会計，P54，昭和31年に
ょった）を今日の通説にまで押し上げる原動カとなったのである。
　たしかに管理会計の本質をその目的との関遠においてとらえよ一うとするときは，経営
管理そのものを直視することが重要となり，経営管理機能にもとづいて管理会計を体系
化することが正当化されることにな私
　こうして計画一統制という緩営管理機能の区分にもとプいて体系づけを行なうとする
見解が近代管理会討論の主流を形成するようになったのであるが，それでもなお，それ
はおおむね抽象的な理論形成の段階にとどまり，その管理会計全領域に対する具体的な
展開は十分に行なわれているとは云いがたい。一つには，異なる性質をもつ個別計画
と期間計画を統括することが，また計画と統制とを切り離すことが，論理的にあるいは
実践的に果して有効適切であろうか，という点に間題が残るからである。こういった間
題を考慮して，最近では，経営管理機能をむしろ戦略的計画設定とマネジメソト・コソ
トロールに区分Lて把えようとする見解（Anth㎝y，Plaming　and　Control　Systems，
1965）や，意思決定と業績評価に区分して把えようとする見解（Beyer，Pr0倣abi1ity
A㏄omting　for　Plaming　and　C㎝trol，1963）もあらわれてきている。
　このように管理会計論自体の構成について，諸見解が入り乱れている今目，計画一統制
という管理会計体系に関する著老の旧来の主張を積極的に推進し，経営計画設定のため
の会計を総合的体系的に展開された、削こ，本書の第一の意義を見出すことができよう。
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　次に計画会計自体は，どのように体系づけられるべきか。
　この体系化の試みとしては，やはり次の三っが考えられるであろ㌔
　1．経営計画自体の体系にもとづいて計画会計を体系づげる方法
　2・経営計画のための計算方法の違いに着目して計画会計を体系づげる方法
　3．看種経営計画のたてられる領域別に計画会計を体系づげる方法
　著者は・経営計画について・これを個別計画と期間計画，基本計圃と業一務計蔵，なら、
びに長期計画と短期計画に分類して考察し，その椙互関連を次の図（105頁）のように・
示している。
　そこで第1の方法を探用するとすれぱ，この考え方を展開することによって，次のよ
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うに区分することが考えら帆　　　　　　唾亘
　①　以下の各種区分の相関関係　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基　　　　長　②基本計函のための会計一資本支出計圃計算　　　　本一→期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期③長期鯛計画のための会計一長期利益計爵算　　蓄ぐ一■欝
　④業務計画のための会計一特殊原価調査　　　　　　　　函
　⑤　短期期問計画のための会計一短期利益計画計算・　　　　　年
　　予算編成　　　　　　　　　　　　　　　蕃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　第2の方法をとるとすれぱ，資本支出計函計算，特殊原　　　　　支
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出
価調査，CV　P関係，業務区分別損益計算，財務分析，予　　　　　予　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　算
算制度などが含まれることになり，その具俸的な方法が説
明されることになろう。　　　　　　　　　　　　　　　　短期期間計画
　第3の方法をとるとすれぱ，経営職能別に，あるいは管
理階層別に。計画設定のための会計情報の提供と計算の方法が説明されることになるで
あろう。
　Lかし，考えられるこの三つの体系化の方法というのは，要するに基本線の引き方を
いずれにするかということなのであって，細部にわたるときは，これの短合せの仕方が
問題となる。
　この間題を本書は，どのように解湊しているか。
　本書は，全部で13の章から成っているが，その全体の溝成は，大きく三つの部分に分
げることができょう。
　その一つは，第1章の総説であり。経営計固の分類と体系，ならびにそのための会計
の特徴が論述されており・本書の穣成のバヅクグラウソドを明らかにする。その二つは，
第2章と第3章であり，期間計画としての利益計画を敢扱う。そのうち，前の章は長
期利益計函に，後の章は短期利益計圃・予算編成にあてられている。その三つは，第4
章以下第12章までであり，個別計画のための会計を対象とする。このうち，第4章は，
個別計画計算に関する総説であり，特殊原価調査に焦点が合わされている。第5章以下
は各々の適用領域別にこれを一層具体的に展開Lたものである。（なお，最後の第13章
は資金計画を扱っているが。むしろ上に述べたその二の区分に含めて論述した方が適当
だったのではないかという感がないでもない。）
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　こうして・本書の体系のたて方は・まず・経営計画を期間計函と個別計画に分け，次
いで・前著を長期計画と短期計画に分け・それから後着を基本計画と業務計画に分け
て・その各々に関する会計手法を論ずるという体裁になっている。
　このような体系のたて方には，なお考慮の余地が残っていると考えられるが，計画会
計を構成する個々の要素について，これを可能なかぎり網羅的にとりあげようとする場
合，一本の筋を通すということは，当然きわめて困難なことであるから，このようなア
プローチをとることも，一つの態度として是認することができるであろう。
　閥題の一つは．経営計函会計という際の「会計」とは何かという点に存する。
　会計の意義を最も狭義に解すれぱ，それは複式簿記の原理にもとづく取引の記録，計
算，報告に限定される。この場合には，計画会計なるものは存在しないということにな
ろう。なぜ派ら，個別計画のための会計情報の利用は，制度計算からはずれているとい
う点でこのような会計概念から除外されるし，予算編成作業にしても，それ自身は一回
限りの計算であって・貸借理論にもとづく記録・計算の結果を受げたものではないとい
う点で・やはりこのような意味における会計とはいいがたいからである。
　次に，会計は貨幣的評価を基本的に前提しているという考え方が，今なお根強く残っ
ている。とすれぱ．物量計算は，会計という範曉から除かれることになり，たとえぱ在
庫品の発注点の計画と計算（218頁）などは，計薗r会計」の領域に含めるべきではな
いということになろうo
　しかし，経営計画設定のためにをま，会計数値は貨幣的に表現されるとともに，ときに
数量，時間等の物量数値をも必要とする。こうして，金額計算の一過程として，それの
基礎とLて行なわれる物量計算は会計概念に含ましめる（本書著着の管理会計論，P27，
昭33年；新版管理会計論，P鳩，昭38年）とする見解や，会計を価値の流れを把握す
る計算割度と規定して，管理会計は貨幣的表現をもつ数値とともに，きわめて広範にま
たがる物量数値を包含する（鍋島達編，管理会計論，41頁，昭38年）とする見解が現
われた。
　本書は，会計をこのような立場から理解しており，それはいってみれぱ，「会計資料
（広義）にもとづくところの緩営計函設定に役立つ計算」といった意味で使っていると
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いうことがでぎようo
　このような考え方は，本書を一読すれぱおのずから推察されるところであり，会計概
念に関する著老の見解は，別著「管理会計論」からも明らかにされているのであるが，
本書が「経営計圃会計」という学界はじめてのまとまった著作であるという意味合いか
らすれぱ，計衝会計そのものの本質規定，計画会計におげる会計の意義づげ、続制会計
との境界線（とくに予算会計の帰属が問題となるであろう）の明確化，計画会計の体系
づけの方法，等に関する著者の見解を改めて明記しておくごとが必要だったのでは次い
かとも考えられる。
4
　前項では，むしろ本書の純粋に学術書としての控格を抜き出して，問題とした。もち
ろんその伽こ本書は随所に計画会計間題への接近の仕方を明らかにし，計算例をかかげ
ているから．実務的にも大いに役立つであろう。
　ただ，多くの場合計算資料ないし会計数値は，すでに所与のものとLて，計画計算が
行なわれている。聞題はむしろそのような計算を行なうための原資料をいかにして捕提
するかという点にあるのではないだろうか。たとえぱ，設備投資の経済計算（第5章）
を行癒う場合，計算方式を明らかにすることも，もちろん重要であるが，r会計」の
立場としては，そのための各種の予測数値をいかなる源泉からどのようにして求めてく
るかが問題なのである。また，たとえぱ在庫計画のための計算（第10章）において・経
済発注量の考え方と計算方式を明らかにすることは，当然にきわめて重要なことである
が，会計係としては，いかにして発注費や保管費を測定するかに苦慮しているのではな
いだろうかo
　とくに径営計衝の分野において，会計学は経済学，経営学，統計学，〕二学，数学抵ど
との共同研究をますます要求されてきている。この場合・会計資料は・L　P．O　R，P　E
RTその他続々と關発される新しい技法に適切に投入されることを期待されている。そ
れ敏，計画会計の焦点の1つは，これらの技法を正しく把握することとともに。それに
適Lた会計数値を正しく測定し，提供することにあるとも考えられるのである。
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　ともあれ，適切な経営計函を設定することの重要性がますます重大化している今日，
経営計薗設定のための会計を正面からとりあげ，しかもこれを体系的に整序して論述さ
れた点，少液くとも現凄階において考えられる計画問題をほとんどすべて網羅している
点は，本書の価億を犬いに高めているといってよいであろう。
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